
2017/11/17 

卓 431 来る日来る日も協調性 

 

クラスごとに行われる，会食の配膳。 

本校は毎日，全校生徒で学級ごとの区画でランチをしております。 

    

 

（ 2017/11/17  12:47  ６年Ｃ組付近 ） 

   

この協働作業も，卒業を控えた６年生には 

あと３０回ほどでおしまいとなります。 

おしまいの迎え方・くらしぶりに注目をしています。 

    

生活の中における協働作業の盛り込みの多少により， 



形成されてくる成果は多分に異なってきます。 

    

    

引いて見ると， 

    

 

    

５年生（高二）の区画が無人…。  

修学旅行中のためです。 

５日目の今時分， 佐賀でお昼ご飯を食べている頃。 

    

６年生には， 

年明けのセンター＋一般入試も備えながら， 

近日中の推薦入試を控えた生徒もおり…， 



   

 

（ 11/16  14:34 ） 

    

吹抜けから玄関ロビーを見下ろすと， 

生徒同士で，面接練習を真剣に。 

      

     

こちらは，３回目（小６生対象は４回目）となりました… 

  

   



 

（ 11/11（土）  13:32 ） 

     

次年度の入学を検討中の中３・小６世帯の 

方々を対象にした「入試説明会」，始まりの様子です。 

次回は，12/9（土）13:30 開催。 最終回です。 

    

入試の種類や流れ， 入試問題の対策，学校生活など， 

教職員のみならず，本校在校生の保護者の方々の協力も得て， 

ご説明・ご相談にあたる会となっております。 

   

BEFORE・AFTER が， 

「受験検討中」 から，「受験をしたい」 となるような， 

学校選びの大事なポイントは多岐に亘りますが， 



   

学校教育の基軸は， 学力の伸長とともに， 

人間性， 品格， 協調性， 人生観・世界観 の構築 

に在ります。 

   

ご来校いただいて， 聴講や面談によって， 

パンフやサイトにある内容以上の ご理解や共感を 

得られてお帰りいただいたご世帯の方々とは， 

ご縁が来春以降にぜひともあればと思うことしきりです。 

    

したがいまして，お考えいただいたみなさんの，  

志望校の決定， 出願， 受験 などの一つ一つの段階に際しましても， 

貴重な気持ちを禁じえません。 

   

     

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

    

今朝は，教員週番活動で 

保安のために取手駅東口の４番バス乗り場におりました。 

修学旅行中の５年生の皆さんが不在のため， 



7:50 発のバスを待つ人数は普段よりやや少なめ。 

    

 

（ 11/17  7:38 ） 

    

7:40 発の市内の私立小学校さんのスクールバスが出るまでは， 

少し離れて行列。 

     

 

（ 7:40 ） 

    

そのバスが出ると，行列ごと乗り場へシフトし，２列化。 



その小学校さんからは，数分後に出る次発便を， 

別の発車番線に替えてくださっているので， 

バス待ちの保安の面においても，ありがたく思います。 

    

 

（ 7:50 ） 

    

車輛が入線し，生徒や兼任講師の先生が乗車。 

13 分後は正門で教頭先生がお出迎え。 

きょうも元気に，行ってらっしゃい！ 

（って，そのあと自分も学校へ向かうのを忘れたりはしていない感じです。） 

    

    



■ 

  

0 コメント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2017/11/24 

卓 432 小さい秋 大きい秋 

    

 

（ 2017/11/16  7:45 ） 

   

この時季の学校周辺地域の田んぼの色は 

少々黄緑に染まっています。 

稲刈りはとうに９月に終わっているものの， 

刈り取った稲株からまた芽が伸び出したもの。 

    



 

（ 11/19  13:44 ） 

    

あわれ，これからの寒さで枯れてしまうも， 

来春の田起こし以降，次世代の肥やしと化するこの稲は， 

穭（ひつじ）とよばれ，秋の季語にもなっています。 

     

     

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

    

５年生（高二）の地理の授業。 

先々週の 卓 430 http://torideseitoku-tblog.jp/mizukoshi/7596 で， 

九州修学旅行出発前の５年生に配付した地図帳冊子 

「景観観察と読図の演習」 のことをふれましたが， 

http://torideseitoku-tblog.jp/mizukoshi/7596


  

 

  

今日はその冊子の提出日でした。 

中ほどのページに設けた，次の課題への取り組み結果です。 

    

「◆読図と景観 （ 地形，街並み，産業 （農業・工業・水産業・エネルギー) ） 

を比較して，地理的に気付いたことをコメントしてください。 

提出期限は１１月２４日（金）です。」 

   



 

   

クラスで提出が課されている 

感想文とはまた別の切り口で， 

目にした景観や受けた説明などから得た 

地理的な情報を，文字化するというものでしたが， 

   

8ｃｍ×19ｃｍ くらいの記入枠に， 

200 字～300 字ほど書きしめてきた人が多く…。 

一部をご紹介しましょう （「…」で始まる一文は，当方の挿入コメントです）。 

ちなみに私の場合は，６年前（2011 年）の引率が直近の見聞となります。 

    

    

・じゃがいも畑が広がっていた。 



（長崎県がじゃがいもの生産量）全国 2 位なだけありました。 

  

・（栃木・日光の）いろは坂のようにくねくねしている道だった（雲仙温泉・新湯まで）。 

（…海沿いの小浜温泉から，雲仙温泉へ登る国道５７号はカーブの連続ですね） 

   

・平戸： ・キリスト教関係の建物がたくさんあった。 

・（町中に）教会とお寺が混在していた。 

  

・雲仙： ・じゃがいも畑が広がっていた。 

 ・噴気口（孔）が点在していてそれぞれに名前がついていた。 

（…「雲仙地獄めぐり」の遊歩道ですね。）  

・風力発電をしていた。 

  

・長崎： ・出島は出た島ではなくなっていた。 

 ・爆心地には当時の地層が残っていた。 

 ・海沿いに造船所があった。 

  

・阿蘇： ・巨大なカルデラで構成されている。 

・米塚はスコリアと溶岩でできている。 

・溶岩が流れた跡がくっきりと残っていた。（…壮大です。） 

  



・雲仙ではとてもにおいましたが、箱根・大涌谷とは少し違ったにおいでした。 

宿泊地であった雲仙新湯は、部屋の中までかすかににおいました。 

旅館内の蛇口には、あまりそのまま飲まない方がよいと書いてあり、 

本当に雲仙岳が近いのだ思いました。 

  

・棚田があった。 

  

・じゃがいも畑が多いところがあった。 

  

・ヘベスというフルーツを食べさせて育ったヘベスブリ 

（…ヘベスは，ユズ，スダチ，カボス，シークヮーサーと同様の 

「香酸かんきつ類」のミカンの仲間なのですね。） 

    

・（長崎の）グラバー園の海のみえるところから，造船所が見えた。 

   

・風力発電が関東よりも見られた（山の上に風車があったり）。 

   

・コンビニの（普通なら）カラフルな外装が，一部， 

茶と白だけでなっていたところがあった（グラバー園に行く前の坂の下で）。 

（…景観に調和したデザインを施すことに協力する例ですね） 

   



・昔の街並みをのこしつつ，そこに新しいものもとりいれていた 

（太宰府天満宮の通りにあったスタバなど）。 

   

・雲仙の地獄めぐりは想像より（硫黄化合物の臭いが）くさくて 

大変だったけど，地面もあったかくて，温泉すごいなと思った。 

（…自然から受ける脅威と恩恵をまさに実感しましたね） 

     

Bravo！ 

     

     

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

    

 11/20（月）は，担当する授業が無しとなりましたので， 

 調整のためにもお休みをいただきまして， 

 JR を利用して，晩秋の関東地方１都６県を周回。 

 景域を観察し，久々に訪れる地を懐かしむなどして過ごしました。 

  

１０時間半ほどかかりましたが，運賃は 308 円で済みました。 

もちろん，不正乗車ではない，正規の運賃支払いです。 



今日はその日のお昼ごはん関連の写真だけをご紹介しまして， 

期末も近いので，くわしいことはまた別の機会に致しましょう。 

   

 

（ 2017/11/20  12:50 ） 

 

（ 12:54 ） 



 

（ 12:57 ） 

 

（ 13:09 ） 



 

（ 13:17 ） 

 

（ 13:20    九州ではなく チャーシューを堪能しました。   ） 

   

元気出していきましょう。 

    

■ 

2 コメント  



コメント一覧 

 1 

大回り乗車ですか？ 

by: 6 年父兄, on 2017/11/25  
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（6 年父兄さま）そうなんです。取手駅から天王台に行くために勝田行に乗った

のは初めてです。「大回り乗車」，「一筆書き」ともいいますね。 
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2017/12/01 

卓 433 人為的県境 

    

期末考査です（12/1・2・4・5）。 

   

テスト勉強に励む生徒の皆さんの 

様子を撮ることもなく， 

  

担当科目の作問に専念したいところ， 

もろもろのオーダー 入る入るで，   

あっという間の金曜日を迎えましたが…， 

  

でもどうにか金曜夕刻に， 

担当全科目の作問が終了しまして， 

安堵の帰宅。 

    

「会場どこにしよう。」 

我が家では，とあることの会場申し込みの 

選択を，千葉市にするか水戸市にするかの 

クエスチョン。 

  



取手市在住ゆえ，同じ県内で， 

常磐線で１本，ということでいけば， 

水戸市。 

    

しかしながら，かつて， 

取手市から，各都県の庁所在地への直線距離を 

調べてみたことがありました。 

  

最短が水戸市でなかったことは確かです。 

   

で， 

   

 

    



作問終了のプチ余裕。 

縮尺１００万分の１の図をコピーして， 

  

 

  

各都県の庁所在地間を， 

２分する線を書き入れてみましたところ…， 

   



 

     

取手市の大部分から最も近い 

都県庁所在地は， 千葉市。 

取手市西部からだと，さいたま市。 

   

学校から 千葉県庁への直線距離， 36.3km。 

     埼玉県庁          39.3km。 

     茨城県庁        56.8km。 

    

当方自宅からについても概ね同様。 

    



ということで，取手からの直線距離では， 

千葉市の方が 20km ほど水戸市より近いのですが， 

   

水戸駅や千葉駅に，8:00 到着で 

アクセスを検索しますと， 

   

【水戸】 取手 6:43→8:00 水戸 

     1 時間 17 分，乗換 0 回，1317 円。 

  

【千葉】 取手 6:37→（柏・船橋）→7:51 千葉 

      1 時間 14 分，乗換 2 回， 826 円。 

    

というわけでなかなか一発では， 

決心できませんでした。 

ちなみに新宿駅へは， 

   

【新宿】 取手 6:50→（日暮里）→7:59 新宿 

      1 時間 9 分，乗換 1 回， 799 円。 

    

どーしましょー。 

     



なお， 

各都県庁所在地間を二分する境界線については， 

  

 

（ 数学・美術・生物・地理の中間領域のような内容。 学際的で 面白い分野です。 ） 

   

こちらの新書にも紹介されている 

「ボロノイ分割」 を参考にしました。 

その正体は， 中学生で習う， 

２点間の垂直二等分線です。 

     

ボロノイ分割のプチ作図に至っては， 

   



 

   

ボロイコンパスに 

活躍してもらいました。 

   

  

■ 

0 コメント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2017/12/08 

卓 434 早咲き桜  

１号棟１階， 保健室前廊下。 

   

 

（ 2017/12/8  9:06 ） 

   

６年生（高三）の大学・短大の合格掲示を， 

去年の３２期生のものから， 

現６年・３３期生のものに貼り替える作業です。 

    



 

    

聖徳大学については，２か月前の 

卓 425 http://torideseitoku-tblog.jp/mizukoshi/7559 にて 

お知らせしたように，内部推薦をかわぎりに 

すでに合格を果たした生徒がおりますが， 

  

外部の大学も公募推薦入試などの合格通知が 

続々と寄せられており，掲示の方もいよいよ 

更新に踏み切りました。 

   

http://torideseitoku-tblog.jp/mizukoshi/7559


 

（ 15:32 ） 

   

以前は個人名も掲示していましたっけ。  

時代です。  

    

引き続き今後は，一般入試などの合格通知も 

随時更新しながらの，早咲き桜の吉報公開。 

受験準備が続く皆さん， 

合格通知を手にする日をイメージして邁進しましょう。 

   



 

（ 9:09 ） 

   

若木たちを育てる， 

花咲か兄さんたちの奮闘も続きます。 

     

     

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

    

木曜日の授業。 

６年生・地理はこの時期に， 



   

 

（ 2017/12/7  10:04 ） 

    

景観観察のために，普段は入れない屋上へ。 

北に３３ｋｍ。青空のもと，地平線のかなたには 

紫峰・筑波山（877ｍ）が浮かびます。 

    



 

（ 10:16 ）（ 10:18 ） 

   

歓喜の余り，声を張り上げるなどする生徒も 

若干おりましたため，この時間に， 

向かい側の校舎で授業のあったクラスの皆さんには 

ご迷惑をおかけしたかもしれません。 

     

 

（ 10:17  授業は 10:15 で終わり。半分，観光のような…。 ） 



   

一方，こちらは５年生の 

２時間続きの選択・世界史，休み時間。 

    

 

（ 12/7  11:25 ） 

    

地理室にある，２冊の絵本。 

「なつかしい。」 

幼稚園にこの本があったといいます。 

   



 

   

鳥かごから飛び出したピーピという黄色い小鳥が 

日本や世界の各地をさまようという設定で， 

国や地方の地域性や，都市の構造などを 

読み取ることのできる地図の絵本です。 

    

なぜ，地理室にこれが置いてあるかといいますと， 

   



 

   

２００６年にこの絵本の執筆に，かかわらせていただいておりました。 

    

１１年前ですから，現・高校二年生の皆さんは 

６歳ぐらいだったわけですね。 

  



 

      

次の世代にも読み継がれるとよいのですが…。 

景観を地理的に読み解く力の知育が狙いです。 

ＴＶ番組の「ブラタモリ」では，タモリさんによる 

地理的読み解きには圧倒されますが， 

   

景観の中に見える地理的な意味や，ひそんでいる「なぜ？」は， 

児童対象の本やメディアの題材に活用できるもので 

満ちあふれています。 同様に，地理の学習も，詰め込みではなく， 

そのような題材の活用で進めれば，効果的で楽しいものとなります。 

     

     

     



∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

    

陽が落ちるのが早くなりました。 

冬至もあと２週間ほどです。 

   

 

（ 12/5  16:17  取手市桑原 国道６号上り ） 

   

年末ゆえ，人や車の往来がせわしくなりますので， 

事故などに巻き込まれぬよう用心しましょう。 

  



 

（ 12/5  16:01  国道６号下り 大利根橋・北詰 ） 

   

日曜日，家族と市内を運転中， 

赤信号で止まると， 

目の前の横断歩道を，お散歩に連れられた 

かわいいパグちゃんが横切っているので， 

    

青信号になるまでまだ時間があるのを確認し， 

撮っちゃおうと構えた瞬間， 

   



 

（ 12/3  15:04 取手市長兵衛新田 ） 

    

あろうことか，急にパグちゃん， 

横断し終えて，片脚アップ。 

   

 



   

笑いながら車内でこうつぶやいてしまいました。 

「 この パグ～。 ちーがーうーだーろー。」 

   

失礼しました。 

■ 
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2017/12/15 

卓 435 Beyond the Invisible 

  

来週夏至を迎えるブリズベン（オーストラリア）からの 

語学研修団（西浦先生引率）のお便りが続く中ですが， 

日本も冬至１週前。 

今週は，お正月を思わせる天候が続きました。 

  

 

（ 2017/12/14  18:31 ） 

    

この時季，日の入り後の灯りが心に沁みます。 

ここは，常磐自動車道の守谷サービスエリア。 

   



 

   

一般道からもお買い物に入ることができるので， 

   

 

   

土浦・つくばから出店しているお店でどら焼を。 



「おいしいものは，脂肪と糖でできている。」 

特保茶のＣＭの文言も頭で解っちゃいます（解ってはいます）が， 

    

 

    

いついただいても，手強いものがあり， 

あやかりたい一心です。 

   

先週土曜の午後は，「入試説明会」の最終回でした。 

    



 

（ 2017/12/9  13:30 ） 

    

12/13 には高校受験の出願受付も始まり， 

来春に向けてのモーションが本格化しています。 

  

   

 



（ 2017/12/15  12:50 ） 

    

３年前は高校受験生だった６年生（高三生）。 

高校卒業までの時間（日数）こそ迫ってはいますが， 

   

 

     

いざ，ひとりひとりに目を向けると， 

そこまでにクリアーすべき課題が， 見えないようでいて， 

頭上や背後に多かれ少なかれ浮上しているのが見えてきます。 

路のような姿（形状）をしています。  

「いまこそわかれめ」 のありように，向き合う日々ならではの。 

     

    

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

     



   

６年生の通常授業も 12/18 で終わります。 

水・木に２時間ずつ授業のあった選択地理Ｂも， 

最終回となった 12/14 は，フィールドワークに （8:36～10:32）。 

   

 

    

事前に，校地周辺の今と昔（1903 年）の地形図を座学で学習し， 

栃木県東部から流れてくる小貝川の水辺をめざして， 

往復 7.1km， 110 分のウォーキングです。 

   



 

 

 

 

   

以前は， 

小貝川クリーン作戦なる活動が，  



2001 年から学校総出で行われていましたが， 

2011 年以降は行われていません。 

     

旧・藤代町地域の場合， 

1970 年代の小貝川の河川敷は， 

ゴミの放棄をはじめとする違法行為のはびこる 

荒れた空間だったといいます。 

    

 

   

この課題に着手した市民団体と自治体の努力により， 

監視と管理運営のゆきとどいた空間に生まれ変わりました。 

   

背後に春にはポピー，秋にはコスモスが咲き広がる 



親水空間を築き上げた，藤代地域のみなさんのプロジェクトに， 

もっと注目しても（注目していただくようにもうひと工夫をしても） 

よいのではないかという思いが， 足を運ぶ都度頭を巡ります。 

    

 

（ 10:33 ） 

   

見えないところに， あとから見えてくるものがあります。 

卒業までの毎日，精進しましょう。 

  

  

■ 

0 コメント  

 

 

 

 

 



2017/12/22 

卓 436 寒暖模様 

和弘寮の横の通路。 

  

 

（ 2017/12/19  7:44 ） 

   

足跡に，霜柱。 

  

（拡大） 



 

  

じん・じん。 

凍るものにもエネルギーを感じます。 

   

これを撮った朝，登校時間に，学校の正門付近で 

立たせていただく機会がありました（写真省略）。 

教員週番活動というものです 

  

（「校門立哨」と呼ぶ方もいますが， 

似た言葉との聞き間違いが怖いので 

「僕，校門立哨なんです。」みたいに 

自分からは使いません。）。 



  

6 つの路線のスクールバスから降りてくる 

生徒の皆さんを出迎えるわけですが，これがまた， 

路線ごとに雰囲気が異なっていたりします。 

  

十数分間だけの短距離「取手駅線」以外の線は， 

夜行列車から降りて来るかのような子もいて， 

「声出すと元気出るかもよー」と付け足す具合。 

  

一部の古典的な線になると，到着後ドアが開いて 

数秒してから最上学年の 6 年（高三）1 名様が 

両肩左右に揺らしながら（←まではやってませんが）， 

最初に降りてくる様を見かけては， 

  

いっしょに立ってた塚脇先生と， 

「もう，ほんと○○さんみたいだね…」 

（○○に入る語が「お嬢」ではないことは 

確かです）顔を見合わせて苦笑。 

  

もちろん，そんな子ばかりではなく， 



社会の縮図と解しておりますが， 

改善を要するような場合には， 

何らかの行動に出るようにしております。 

  

爽やかな挨拶一声と整った身なりが基本。 

  

話は換わりまして， 

   

10 月から拡幅工事に入ると市報にあった 

学校入口付近の T 字路です。 

  

 

（ 12/22  15:16 ） 

   

市内・井野二丁目の T 字路改良を終えてから， 



田んぼも乾ききったあたりで，同じ業者さんが  

着工するようになるのかもしれません。 

  

よい年末年始をお過ごしください。 

  

  

 

（ 井野二丁目   9 月まではロータリーを思わせる島が中央にありました。16:12 ） 

   

◼◼ 

0 コメント  

 

 

 

 



2017/12/29 

卓 437 Genuine Luxury 

冬休みに入りました。 

勉強や部活や製作活動に登校する子らもいるなか， 

当方も受験補講や諸準備に。 

１０時くらいの出勤です。 

   

 

（ 2017/12/27  9:54 ） 

   

毎年のことですが，街中では 12/26 から， 

飾りばかりか流れる曲まで， 

クリスマスから正月モードに一変。 

和風なムードの２週間に，今シーズンも入ったようです。 



    

     

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

    

「 おせちもいいけど， カレーもね。 」 

    

これは，４０年ほど前のテレビ CM で 

キャンディーズの歌声を通じて流れていた名コピー。 

でもそのコピーの意味に，今日では 

注釈を要する箇所が結構ありますね。 

    

正月は決して， 

お餅やおせちとは限らない 時代となった昨今。 

     

それでももし， 

年末年始，食事何にしよう，と 

候補が浮かばない際の一品には， 

ビーフシチューをお勧めします。 

     

カレーほど国民的なメニューではありませんが， 



それでいて，誰もが食べたことがあるものでしょう。 

    

で， 

どこのビーフシチューにしますか？ という辺りが 

興味深いところとなります。 

そこで，いくつか事例を。 

    

 やはりいただくのであるなら （タンシチューも含め）， 

 下ごしらえと煮込みに一週間をかけて， 

 ほろほろとした肉質の口中での解け込みを思えば， 

 ここはやはり，名門老舗洋食店やレストランで味わいたい。 

   

正解でしょう。 

    

 消費者の意向，調理技術の改善など， 

 研究を重ねて開発した大手小売店（コンビニ・スーパー） 

 が販売するレトルト製品も，おいしかったりするのかも。 

   

これも正解でしょう。 

    

 近場の馴染みの定食屋さんのビーフシチューを…。 



   

 実家で味わえる手作りのビーフシチューを…。 

   

これらも正解でしょう。 

    

 カレーのと同様に，ビーフシチューのルーを買ってきて， 

 おうちでみんなの分をこつこつこしらえて，みんなで食べる。 

  

 場合によっては，野外でつくってわいわいと食べる。 

   

これらも正解でしょう。 

    

       

どのよさを選んだっていいんです。 

     

思い入れの通いあった食事を楽しめることに 

豊かさを実感していければ…。 

楽しむ人数の多少も，あまり関係はないでしょう。 

くわえて， 

    

家とかでつくるビーフシチューに， 



芽キャベツも途中からいっしょに 

煮込んでみたら…， おいしかった…。 

     

枝葉のあるくふうをくわえてこそ， 

味わい深さを共有できることに…。 

   

「よさ」 を判断する軸が， 

多くの方向に対して（＝多角的に），自分でもてる。 

    

若いうちに確立しておきたいポイント。 

どうせ 「遊ぶ」 のなら，  

「通」 であるなしはどちらでもよいけれど， 

「よさ」 の蓄積度を測り，  

 遊び相手もチョイス（選択；もちろんご縁も大事です）して…。 

  

払わせられっぱなしの 「遊び」 だと気付いたものがあれば， 

それはそこそこで終わらせようと，じょうずに決意して…。 

    

     

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      



    

学校の玄関にもお供え餅が。 

    

 

（ 12/27  14:07 ） 

    

各地の年末の風景もまた 

味わい深いものを感じます。 

  



 

 

  



 

 

（ 12/22  11:33   11:37 （小田原），  12:47  13:59 （伊東） ） 

     

そして， 夕富士。 



    

 

（ 12/26  17:15 ） 

    

  

よい年末年始をお過ごしください。 

   

■ 
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2018/01/05 

卓 438 運との連動 

本年もよろしくお願い致します。 

よい平成３０年となりますよう，お祈り申し上げます。 

   

元日に初詣を。  

明け方，夕暮れのどちらかといいますと， 

    

 

    

     

2018/1/1 の 17:04 です。 

    

薄暮の中， 揃って清明心。 



一年の自力他力の出発点です。 

    

運のことをお願いするのは，一考してからのお参りとなりました。 

    

このあと少ししてから家に戻りますと， 

     

毎日 18:00 きっかりにご飯をあげている部屋飼いのイヌが， 

   

 

（ 1/1  17:49 ） 

    

催促のために，とぶわはねるわの不躾は，毎日のことなのですが， 

    



 

（ 17:47 ） 

   

言わずと知れたこちらの番組（17:30～）のある日だと， 

肝心なオチがこのイヌの吠え声に掻き消されてしまう 

という難儀に身悶える事態は，この元日も変わりませんでした。 

   

イヌの苦手な方には，面白くもなんともない話題となってしまいましたが， 

    

新年のカウントダウンにおいても，23:58 にこのイヌが 

やおら腰をかがめ始めて残したものの始末をわたしが担当しましたところ（気がつい

た人がやるようにしてまして）， 

  

いつの間に 「9！ 8！ 7！ 6！ …」 と，ジャニーズボイスが…。 えー？  

     

ほどなくして，拾得物の下に分厚く重ねたトイパを右手に， 



「 ゼロー！ オメデトーウ！」 

とドームに響き渡る場面を目の当たりに。  

  

イヌ年の初め，運を掴んで迎えることができました。 

     

     

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

  

今年はここになかなかな秘密があったのですね。 

  



 

  

 

とーても小さな字で「あけましておめでとう」と。 

画像では拾い切れていませんので，あしからず。 

  

    



∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

     

１月５日は， 

    

 

（ 1/5 19:22 ） 

   

夕食にこちらが出てまいりました。 

前号の内容に呼応したかのような一品です。 

http://torideseitoku-tblog.jp/mizukoshi/7737 

  

  

家だと迷わずお替わりが。 

    

http://torideseitoku-tblog.jp/mizukoshi/7737


 

    

中のお肉は， 

   

 

    

A４の紙を二つ折りにしたサイズに 

収まって写っているため， これはたぶん， 

A５ランクの牛肉なのかもしれません。 



     

     

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

    

いいなと思う PV （promotion video）。 

   

Enigma - Return To Innocence 

  

エニグマ，1994 年の作品。 

唄声の使用をめぐり，声の主の在日先住台湾人の方と 

トラブルが発生したことがあった曲なのですが， 

オリンピック（アトランタ 1996）のプロモーションソングに 

採用されたということもあり，多くの人の耳に残る曲です。 

     

その PV ですが， 

農村で生きぬいた一人の男性の終焉から画は始まり， 

素朴ではあるのだけれど， 

平和と温情に恵まれた生涯を逆回しで遡り， 

最後は洗礼を受ける嬰児の姿で，逆行遡上ドラマは終わります。 



  

随所で姿を見せる，実写のユニコーン 

（バンドではなく，白馬のような一角獣の方）が， 

その人の運命か魂との連動を暗示しているようです。 

自分の歩みを思うときなどに，この作品を見ます。 

   https://www.youtube.com/watch?v=Rk_sAHh9s08 

   

■ 
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https://www.youtube.com/watch?v=Rk_sAHh9s08


2018/01/12 

卓 439 ５８万人の春 

６年生（高三）の自由登校期間， 

今年度は１月１１日から（木）からスタート。 

朝の SHR は， 推薦入試合格者の多い C 組・D 組・M 組は 

１部屋合同で実施。 初日は数名の教員で顔を出しまして。 

    

 

（ 2018/1/11  8:20 ） 

   

お昼の会食も，クラス別ではなく， 

来た順に詰めて着席。 

    



 

（ 1/11  12:51  6 年生の区画。手前の列は６年関係教員 11 人で。 ） 

    

センター試験前日の 1/12（金）も６年生は， 

在籍の半数ほどが登校しまして，  

会食の時間も活気がありました。 

   

   

２日間の大学入試センター試験が始まります。 

    



 

    

今年の志願者数は，５８万２６７１人。  

前年度より６７０４人増加しています。 

      

そのうち，現役生の志願者は 

８１．９％にあたる，４７万３５７０人で， 

全国の高校卒業見込者数（１０６万１８８５人） 

に占める割合（現役志願率）は， 

４４．６％と，過去最高とのこと。 

  

（ 大学入試センターHP 「平成 30 年度大学入試センター試験の志願者数（確定）について【変更】」 

http://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?f=abm00011318.pdf&n=%E5%BF%97%E9%A1%98%E8%80%85%E7%A2%BA%E5%AE%9A_h30_0112.pdf  ） 

    

http://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?f=abm00011318.pdf&n=%E5%BF%97%E9%A1%98%E8%80%85%E7%A2%BA%E5%AE%9A_h30_0112.pdf


･･･全国の高三生の２人に１人ほどが， この本番にのぞみます。 

     

第３学期始業式の日に， 恒例のセンター試験激励会。 

   

 

（ 1/10  9:38 ） 

   

老若１０名の教職員が， エールを皆に送りました。 要約です。 

   

「   いきなり始めるよりも， 

  はじめにペース配分を見積もることが大事。 」 

「   模擬テストで出なかった力が， 

  本番では出るものだ。 」 

   

「 大学受験は団体戦。  

  志を同じくし，最後まであきらめない。 」 

「 センターから，前期，後期と，３月末まで 

  日数は長い。 体調管理しっかりと。 」 



   

「 当日朝は糖分を補給すべし。 」 

「 負けないこと，投げ出さないこと， 

  逃げ出さないこと，信じ抜くこと。 」 

    

「 精神衛生を良くしてのぞむべし。 」 

「 使ってきた戦友（参考書やノート）などを 

  試験会場で見返すと気分が落ち着くもの。」 

    

「 気分上々で，周囲の雑音気にせず集中。 」 

「 終わったことに悔いはない。  

  過ぎた時間は戻らない。 」 

     

・・・文字にしますと， 飲食店やスーパーの化粧室などで見かける 

教訓やフレーズを綴った貼り紙めいてしまいますが， 

    

張りつめた気分の圧を下げるフレーズであればと思います。 

     

「 ま・か・せ・て ♪ 」 ぐらいな気分でアタックするのも，いいですね。 

  

  



  

 

（ 1/9  7:13        Go!  Go!  ） 

     

■ 

  

 ↑10 のエール要約のうち，6 番目は 

小塚先生の歌唱による激励でした。  
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2018/01/19 

卓 440 意地と秩序 

センター試験，初日の早暁。  

   

 

（ 2018/1/13  6:18 ） 

   

今年は，地理 B の北欧諸国に関する出題がかなり話題になりましたね。 

この様子には，岸田今日子さんも天国で微笑なさっていたことと思います 

（岸田今日子さんは，ムーミンの声の吹替えを長年担当された女優・声優さんです）。 

                           

     



∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬ 

      

       

６年生（高三）が自由登校となって一週間。 

    

これから先，さまざま。 一般受験に取り組む人， 

推薦で受かった大学から出た課題に取り組む人， 

発表会を控えた音楽科や児童保育進学コースの人， 

で在籍の６割ほどの６年生が連日登校してきています。 

    

ちなみに登校しない人の中には， 

事前に１月の始業式日（1/10）までに手続きを終えて， 

許可を得た上で自動車学校に通っている人，も 

います （うち，「やはりな」，と思う面々は 1/11 に手続きを終了を）。 

    

最寄駅までの足，日常生活の足として， 

その必須アイテムとして，ハンドルを握り始め， 

この春にドライバーデビューを飾ります。 

     



 

（ 1/6  8:50 ） 

   

自分の場合。 

運転免許を取得して，30 数年が過ぎました。 

マイカーとは無縁だった家に育った私には， 

運転免許は苦戦の末に，ようやく取得。 

   

そのあと，車を入手。 

通っていた大学は車社会に在りました。 

そのため，学生時代は，買い物のほか， 

アルバイト先への往復，サークルでの遠出などに必須でした。 

     

大学４年の夏休みに，両親・姉との計４人で， 



箱根から，静岡，山梨，信州・白馬へ抜ける４日間， 

「夏は中部」 な行脚の全行程を自分がハンドル握った 

このドライブが，生まれ育った家族４人だけでの旅行の最後にもなり。 

    

奉職してからは，毎日の通勤で（今日も）。 

平成に入り，1990 年代の日本は， 

一人あたりの車の保有量激増の時期でした。 

    

 

（ 1/6  16:32 ） 

   

人口が高密度な国，日本。 

毎日運転していても，さまざまなドライバーさんをお見かけします。 

学校にも，送迎の親御さん，来校のお客様，バスの運転士さん，等々。 



    

相互に気遣いをすることが解っているドライバーさんもいますし， 

そうではない方もいます。 

  

ドライバーさんを見ていて思い，そのうえ，自戒するのは， 

全体の流れや秩序を意識して運転していらっしゃる方と， 

ご自分の意地だけで運転している方とに分かれていることです。 

   

もちろん，ものごとは二元論で見極めるよりも， 

多元論で見極めた方が見間違いが少ないわけですが， 

運転経験の長短を問わず， 

秩序派と意地派の二つにまずは見えてしまいます。 

     

店の駐車場や教育機関の前などを猛スピードで駆け抜けるのは， 

どうみても世の秩序を解した運転とは思えません。 

    

電波時計がこれだけ普及しているのに， 

時計すら読解せずに，判断抜きで周囲の流れに勝手に惑わされ， 

内なる自分の慌て虫にそそのかされた状態でのハンドルさばきも， 

意地だけに支配されている無謀ドライバーだと見做されるでしょう。 

    



混んだ電車などの車内でも，個人個人に同様の状況は見受けますが， 

自分で免許を取得してハンドルを握るという面で， 

その責任性の大きさは，電車やバスの乗客でいる場合のレベルとは 

比較になりません。 

     

…もうすぐ運転を始めようとする高三生のみなさんの姿を見ていて， 

いささか頭をよぎる暗雲のようなものは，そういうところにあります。 

   

たとえば， 

提出期限が守れません，  

直すよう指摘された内容がのみこめていません， 

済んでもいないことを済んでいますと言い切ってしまう，などなどの， 

  

学科教科の成績の高低よりも肝心な部分で， 

欠陥が解消していない方（かた）がこれから 

しようとする車の運転が，じつのところ，たいへんに不安です。 

     

ご家庭・地域社会・教育現場でこれまでに，大事に育てられてきた分，  

年齢相応の，周辺社会に配慮する能力を， 

一定の基準以上に高めたうえでフィニッシュを迎える。 

  



自由登校期間の声掛けに重要な部分は， 

たとえて言うなら， 

そういうところにあるものなのかもしれません。 

  

■ 
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